
第 2 次那珂市総合計画
後期基本計画を策定しました
概要版を本紙に掲載しましたので、抜き取って
保存してください。
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　まちづくり出前講座とは、市の仕事を市民の
皆さんに知っていただくために、ご希望のテー
マについて市の職員を講師として派遣する制度
です。市内に在住、在勤、在学のかた10人以上で
構成されたグループであれば、どなたでもご利
用いただけますので、ふるってご利用ください。

１ 市民との協働のまちづくり
協働のまちづくりの取り組み

市が進めている協働のまちづくりの基本的な方向性に
ついて

男女共同参画

第２次那珂市男女共同参画プランの概要について

人権について考える

人権（人権啓発）について

２ 防災・防犯・交通安全
いざと言う時のために応急手当を覚えよう

身近な所で起こる、ケガや病気に対する応急手当について

とっさのときの応急手当（心肺蘇生法）を覚えよう

突然の心停止などに対する応急手当の習得とＡＥＤの
使用方法について

火災を防ぐ

住宅用火災警報器や消火器などについて

家庭や地域での防災力の向上

家庭や地域で行う「災害への備え」「災害時の行動」
などについて

家庭や地域での防犯力の向上

家庭でできる防犯の心がけ、自警団（防犯パトロール
隊）の活動内容、防犯に関する市の取り組みについて

地域での災害時の避難支援

災害時に自力や家族の支援だけでは避難することが困
難なかた（避難行動要支援者）の支援制度について
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私たちの暮らしと放射線

放射線の基礎知識などについて

那珂市の原子力防災

原子力災害に備えた対策について

消費者トラブルと対処法（お年寄り編）

消費者トラブルの事例とその対処について

消費者トラブルと対処法（成人編）

消費者トラブルの事例とその対処について

消費者トラブルと対処法（児童・生徒編）

消費者トラブルの事例とその対処について

３ 環境
ごみの分別や減量など

ごみの分別や減量などについて

地球温暖化防止

地球温暖化防止対策について

環境基本計画

第３次那珂市環境基本計画の概要について

４ 道路・建設
都市計画道路

市における都市計画道路の整備状況について

街づくりの進め方

市における街づくり事業の事例紹介について

５ 上下水道
市内の水環境の向上

公共下水道や農業集落排水（合併処理浄化槽を含む）の
しくみ、宅地内の排水設備、下水道の負担金や使用料
などについて

６ 福祉・医療・健康・年金
生活習慣病予防講座

メタボリックシンドロームを中心とした、生活習慣病
の予防について

子どもの食事

乳幼児期からの栄養について

子育て支援

子育て支援について

現代の子育て

児童虐待およびヤングケアラーについて
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まちづくり出前講座メニュー

※�講師料は無料ですが、材料費などはご負担いた
だく場合があります。

※�利用方法など詳細は、市民協働課に
お問い合わせいただくか、市ホーム
ページをご覧ください。

問市民協働課市民活動Ｇ　☎ 029‐298‐1111

まちづくり出前講座
令和５年度
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乳幼児の発達に応じたかかわり方

乳幼児の発達に応じた関わり方や親子遊びなどについ
て

高齢者の福祉サービス

介護保険以外の高齢者施策について

障がい者のサービス

総合支援法によるサービスを含め、市で受けられる
サービスについて

障害者差別解消法

差別を行ってはいけないこと、どのようなことが差別
に当たるか、障がい者への合理的配慮などの概要につ
いて

那珂市地域福祉計画

第３次那珂市地域福祉計画の概要について

介護保険制度

介護保険制度の概要について

国民年金

国民年金の概要について

国民健康保険

国民健康保険の概要について

後期高齢者医療制度

後期高齢者医療制度の概要について

地域包括支援センター

地域包括支援センターの業務内容について

認知症サポーター養成講座

認知症に対する正しい知識と理解を持ち、認知症のか
たやその家族を見守ることについて

７ 教育・生涯学習・生涯スポーツ
那珂市の学校教育

学校教育の基本方針について

小中一貫教育

小中一貫教育の概要について

教育支援センターにおける相談体制

いじめ問題や不登校児童生徒への対応について

図書館案内

市立図書館の概要と利用案内について

那珂市のスポーツ振興

那珂市スポーツ推進計画と各種教室について

25
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40

８ 歴史・文化
那珂市の歴史と文化財

市の古代からの歴史や、市内の指定文化財、遺跡など
の紹介について

９ 産業・観光
那珂市の観光

市の観光地の見所やイベントなどについて

那珂市の農業

市の農業振興や農業の現状について

10 行政改革・財政・税金
那珂市総合計画

第２次那珂市総合計画後期基本計画の概要について

わが市の台所事情（財政）

市の財政状況について

市民税と固定資産税のしくみ

市税に関する税制度について

那珂市の行財政改革

市の行財政改革の取り組みについて

11 その他
選挙のしくみ

選挙のしくみについて

情報公開と個人情報保護

市の情報公開制度に基づく情報の開示と個人情報の保
護について

マイナンバー制度とマイナンバーカード

マイナンバー制度の概要とマイナンバーカードの申請
方法やメリットについて（申請補助可）

デマンド交通「ひまわりタクシー」

（1）デマンド交通「ひまわりタクシー」の利用について
（2）運転免許自主返納等支援事業について
（（1）の利用申請および（2）の返納申請受付可）

空き家対策・空き家バンク

空き家対策の概要や空き家に関する制度について

いぃ那珂暮らし応援団

いぃ那珂暮らし応援団の概要について

那珂市の統計

統計データからみる市の現状について

産学官連携

連携先との協定メニューについて

41
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百年文庫
ポプラ社／出版

　ポプラ社の愛らしい 100 冊の全集。

　『憧』『庭』『夢』…漢字一字のテーマで

100 冊。それぞれに日本・世界の文豪の短編

が 3 本、100 冊で 300 人の作家の 300 の物

語が楽しめます。

　例えば『灯』に収録「琴のそら音／夏目漱

石」の流れるように美しい文章。『幽』には

イギリスの怖い話が３編。インドの雑踏に

紛れ込んだような気になる「カブリワラ／タ

ゴール」（『森』より）。

　おなじみの作家の

マニアックな掌編あ

り、初めて知る作家

あり。新しい読書の

世界が広がります。

ねこは るすばん
町田尚子／作　ほるぷ出版／出版

　「にんげん、でかけていった。」と、ねこの

言葉から物語がはじまる。人間が出かけたあ

と、ねこは留守番。と思いきや、ねこはタン

スの奥からどこかに到着し、二本足で歩き

出した。そこはねこの街で、カフェに行っ

たり、ヘアーサロンに行ったり、映画を観

たりと、慣れた様子で満喫している。ねこ

は家で大人しく留守番などしていない。ま

るで人間のように飲んで、

食べて、遊んでいた…。

　作家さんの繊細な筆使

いの美しいイラストとね

この知られざる世界のお

話。大人も楽しめるおす

すめの一冊です。

　市立図書館は、こどもから大人まで、すべての人の「知りたい」「学びたい」
を支援しています。新しい本や情報と出会う架け橋となるようさまざまなジャ
ンルの資料を収集していますので、気軽にお立ち寄りください。

市立図書館の楽しみ方

い ろ い ろ

問  市立図書館　☎ 029‐352‐1177

図書館では、年に１回程度、保存年限が終了した雑誌な
どの無償配布を行っています。配布している雑誌は、文
芸・芸能・音楽・スポーツなど幅広い分野にわたります。
開催日など詳細については、広報紙、市や図書館のホー
ムページにお知らせします。ぜひ、ご来場ください。

図書館では、視覚障がいのあるかたなどに図書館ボラン
ティアによる対面朗読サービスを行っています。朗読時
間は午前10時から午後４時までの２時間以内です。希望
する日の２週間前までに図書館へご連絡ください。ご利
用をお待ちしています。

▪古本市について ▪対面朗読サービスについて



問 �市消費生活センター　☎ 029‐298‐1111

◦ �Eメールや SMS上のURLはアクセスしないことが原則です。
もしアクセスしても個人情報は入力しないでください。

◦�クレジットカード情報などを入力してしまったら、すぐにカ
ード会社に連絡してカードを停止しましょう。

◦��日頃から公式サイトや公式アプリからアクセスする習慣をつ
けましょう。

◦支払方法に問題がある
◦不正利用が確認された
◦カードの不正な取引があった
◦支払いが滞っている　　など

気をつけて！

　フィッシング詐欺とは、宅配業者、通販サイ
ト、クレジット会社など、実在する組織を装っ
て、Ｅメールや SMS（ショートメッセージサ
ービス）を送信し、偽サイトにアクセスさせ
ることで個人情報などを詐取する行為です。
　手口が巧妙化し、文面やURL から偽物と見
分けることが困難なため、十分な注意が必要
です。

5 月は消費者月間です 　統一テーマ：デジタルで快適、消費生活術～デジタル社会の進展と消費者のくらし～

相談事例

消費者ホットライン にご相談ください。☎１８８不安に思ったとき、トラブルに遭ったときは▶ 局番なしの

アドバイス

偽Eメール・SMSの内容例

フィッシング詐欺！

４月 25 日号5

　進学や就職などで引っ越しをしたかたは、原則、現在住んでいる
寮やアパートなどが住所地となります。
　住民票は、上下水道やごみの処理、道路・公園の整備などの行政
サービスのほか、選挙人名簿への登録などに繋がる大切な情報です。
　住所地の異動があるかたは、住民基本台帳法に基づき、転出・転
入の手続きを忘れずに行いましょう。

住民票を移して
住所地で投票しましょう

転入の際は、記載事項変更の必要があるため、マイナ
ンバーカードをお持ちください。

転入した日から 14 日以内
に、転出証明書を添えて、
転入届を提出する。

転出・転入の手続きはとってもカンタン

転出する前に、転出届を提
出し、転出証明書を受け取
る。

引っ越し前の市区町村 引っ越し後の市区町村 　新住所地に住民票を移してから３か月を経過していれ
ば、新住所地で投票できます。経過前に選挙があった場
合、旧住所地に３か月以上
住んでいれば、旧住所地で
投票ができます。

住民票を移したら、どこで投票できるの？

問市選挙管理委員会
☎ 029‐298‐1111

進学や就職などで引っ越したら
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問総務課総務G　☎ 029‐298‐1111

教育長などが決定 　令和５年第１回那珂市議会定例会において各種人事案件が提出
され、教育長（再）、教育委員会委員（新）、固定資産評価審査委
員会委員（再）、政治倫理審査会委員（再）がそれぞれ決定しました。

政治倫理審査会委員

　市政治倫理審査会委員の任期満了となることに伴い、市議会の同意
を得て、６人のかたを再任しました。
　同審査会は、市条例により政治倫理基準を定め、市長、副市長、教
育長および市議会議員がその基準に抵触する行為について市民から調
査請求※があった場合に、その内容について調査を行う諮問機関です。

調査請求とは▶�市民のかたは、当該者の行為が政治倫理基準に違反する
疑いがあると認められるときは、30人以上の連署とそれ
を証明する資料を添えて調査請求することができます。

�令和５年４月１日～
令和７年３月 31日

任期▶

教育委員会委員

山田日出美氏

市教育委員会の小笠原聖華委員（瓜連）が、令和５年３月31日
をもって任期満了となることに伴い、新たな委員として山田
日出美委員（後台）を市議会の同意を得て選任しました。

令和５年４月１日～
令和９年３月 31日

任期▶

髙根薫氏

固定資産評価審査委員会委員

固定資産評価審査委員会委員の髙根薫委員（戸）が、
令和５年３月 28日をもって任期満了となることに
伴い、市議会の同意を得て、同氏を再任しました。

�令和５年３月 29 日～
令和８年３月 28日

任期▶

大縄久雄氏

教育長

市教育委員会の大縄久雄教育長（菅谷）が、令和５年３月31日
をもって任期満了となることに伴い、市議会の同意を得て、
同氏を再任しました。

�令和５年４月１日～
令和８年３月 31日

任期▶

畠山佳樹氏

教育委員会委員

欠員となっていた市教育委員会委員に、新たな委員
として畠山佳樹委員（飯田）を市議会の同意を得て選
任しました。

�令和５年３月 16 日～
令和７年３月 31日

任期▶

委員名簿▶
識
見
者

会長 小田部啓文氏

副会長 勝山栄氏

委員 佐藤康雄氏

公
募
者

委員 庄司元次郎氏

委員 秋葉泉氏

委員 塚原茂樹氏
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・
・
・
・
・
・
・
・

小
薗
井
司

　

参
事
兼
予
防
課
長
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

寺
門
芳
和

▪
総
務
課
　
課
長
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

寺
門
薫

▪
警
防
課
　
課
長
・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

寺
門
弘
文

▪
東
消
防
署
　
署
長
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

堀
江
正
美

　
　
　
　
　
　
副
参
事
兼
副
署
長
・
・
・

森
田
伸
一

▪
西
消
防
署
　
署
長
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

後
藤
健
仁

新
規
採
用

宮
内
亮
輔（
政
策
企
画
課
）、
渡
辺
桃
（
税
務

課
）、笠
井
孝
洋（
収
納
課
）、
長
谷
川
か
の
ん

（
市
民
協
働
課
）、鈴
木
凌
一（
社
会
福
祉
課
）、

増
田
祐
輝（
こ
ど
も
課
）、
藤
咲
は
な
の（
介

護
長
寿
課
）、
濱
口
恵
理
子（
健
康
推
進
課
）、

箱
守
沙
彩（
同
）、
井
上
謙
信（
農
政
課
）、
山

口
真
太
朗（
商
工
観
光
課
）、
星
秀
介（
都
市

計
画
課
）、
山
田
貴
弘（
下
水
道
課
）、
根
本

健
生（
同
）、
大
久
保
竜
樹（
消
防
本
部
）、
松

本
大
翔（
同
）、
沢
幡
茉
歩（
同
）

４
月
１
日
付

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

大
森
信
之（
企
画
部
長
）、
根
本
雅
美（
上
下

水
道
部
長
）、海
老
澤
美
彦（
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）、鈴
木
将
浩（
消
防
長
）、大
谷
貞
章

（
消
防
次
長
）、元
木
利
光（
参
事
兼
東
消
防
署

長
）、加
藤
邦
彦（
瓜
連
支
所
主
幹
）、田
口
裕

二（
学
校
教
育
課
長
）、
寺
門
征
信（
中
央
公

民
館
副
館
長
）、
小
林
加
奈（
政
策
企
画
課
主

幹
）、櫻
井
恵
美（
環
境
課
主
幹
）、城
田
武
房

（
介
護
長
寿
課
主
幹
）、
井
坂
恭
輔（
都
市
計

画
課
開
発
指
導
室
主
事
）

市
職
員
の
人
事
異
動

▲令和５年度新規採用職員
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次のページから

８ページ分
抜き取ってね！

住みよさプラス
活力あふれるまちへ

問政策企画課政策企画G　☎ 029‐298‐1111

　令和５年度からの新たなまちづくりの指針となる「第２次那珂市総合計画後期基

本計画」を策定しました。　

　住みよさという強みに加え、本市が持つ可能性をいかし、市民がにぎわい、活力

であふれる市を目指して、「住みよさプラス活力あふれるまち」をまちづくりの目

標に掲げました。本計画を着実に進め、市民生活において真の豊かさが実感できる

よう取り組んでいきます。

　次ページ以降に概要版を掲載しましたので抜き取ってご覧ください。

　なお、本編は、市役所（本庁）４階政策企画課、瓜連支所、市立図書

館などで閲覧できるほか、市ホームページでも公表しています。

第２次那珂市総合計画後期基本計画を策定しました



地域活性化に
つながる土地利用

民間活力の活用などを検討し、地域活性化
につながる土地利用を目指します。

詳しくはこちらから

第２次那珂市総合計画 後期基本計画【概要版】
発　　行　 那珂市
編　　集　 那珂市企画部政策企画課
発行年月　 令和５年３月
住　　所 〒311-0192   茨城県那珂市福田1819番地５
電話番号　 0 2 9 - 2 9 8 - 1 1 1 1

みんなでＳＤＧｓ
「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、
ＳＤＧｓの理念を踏まえた上で、ウェルビーイングに
向けて各施策を進めます。

未来へつなげる農業　
農業の収益力向上への取組や担い手の
育成支援を通して、未来へつなぐ農業を
目指します。

道の駅の整備
「ヒト・モノ・コト」とつながる
道の駅の整備を推進します。

ＤＸで
便利なまちへ
デジタル技術を活用し、
行政サービスにおけ
る市民の利便性向
上を図ります。

もっと
住みやすいまちへ
誰もが住みよさを実感し、住み
続けたいと思えるよう、安心・
安全で快適な生活環境の形成
を目指すとともに、移住・定住
の促進に取り組みます。

みんなで一緒に
つくるまちへ
市民一人ひとりがまちづくりの主体とな
るべく、協働のまちづくりの意識の醸成
を図るととともに、まちづくりを担う人
材の育成に
取り組みます。

新しい交流の場
那珂西リバーサイドパークや四中学区コミュニティセ
ンターを地域の新たな交流の場として活用します。

  広げる
  カーボン

ニュートラル
ゼロカーボンシティ宣言に
よる二酸化炭素排出量の実
質ゼロを目指しています。

次世代を生きる
子どもたちへの教育
外国語教育、ＩＣＴ教育など次世代
を生きる子どもたちが必要な力を
身に付けられるような教育を推進
します。

もっと子育て
しやすいまちへ

妊娠期から子育て期
にわたり、切れ目の
ない支援により、子
育て世代が安心して

子どもを産み育てられるまちづ
くりを推進します。

社会情勢の変化などから
求められる対応
少子高齢化への対応
新型コロナウイルス
感染症への対応
自然災害への備え

ＳＤＧｓ
の推進

ＤＸの
推進

カーボン
ニュートラル
への取組

推進
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施策の
大綱 未来を担う人と文化を育むまちづくり4

❶妊産婦支援の充実
❷子育てと就労の両立支援

❸子育て支援体制の充実
❹子育ての経済的負担の軽減

成果指標

安心して子どもを育てられて
いると感じている市民の割合

現状値（R3年度）

42.4% 60.0%

目標値（R9年度）

安心して子どもを産み
育てられる環境を
整える

施 策

1

❶地域医療と救急医療体制の充実
❷健康保険制度の安定運営

成果指標

必要なときに適切な医療が受け
られると思っている市民の割合

現状値（R3年度）

71.2% 75.0%

目標値（R9年度）

適切な医療が受けられる
環境の充実を図る

施 策

5

❶地域生活における支援の充実
❷権利擁護の推進

❸社会参加への支援の充実

成果指標

障がい者理解が深まっている
と思う市民の割合

現状値（R3年度）

23.2% 29.0%

目標値（R9年度）

障がい者が地域社会で
安心して暮らせる
環境を整える

施 策

3

❶地域包括ケアシステムの充実
❷介護保険制度の円滑な運営
❸認知症対策の充実

❹生きがいづくりの支援
❺権利擁護の推進

成果指標

生きがいを持っていると
答えた高齢者の割合

現状値（R3年度）

85.0% 92.0%

目標値（R9年度）

高齢者がいきいきと
暮らせる環境を整える

施 策

２

❶各種健康診査と予防事業の推進
❷健康づくりの推進

❸心の健康の啓発

成果指標

特定健康診査受診率

現状値（R2年度）

26.8% 60.0%

目標値（R9年度）

健康で生きがいを持って
暮らせる保健体制の充実を図る

施 策

6

❶地域で支え合う環境の充実
❷生活援護の充実

成果指標

福祉環境に不安を感じない
市民の割合

現状値（R3年度）

24.0% 30.0%

目標値（R9年度）

家庭や地域で支え合う
福祉環境を整える

施 策

4

❶学習指導体制の充実
❷心を育む教育の充実

❸相談支援体制の充実
❹教育環境の整備と運営体制の充実

成果指標

難しいことでも失敗を恐れず
挑戦する生徒の割合

現状値（R3年度）

63.4% 75.0%

目標値（R9年度）

豊かな心を育む
学校教育の充実を図る

施 策

1

❶歴史資産の保護・保存と活用
❷伝統文化の継承と活用
成果指標

歴史資産・伝統文化が適切に
保存・継承され、活用が図られて
いると感じる市民の割合

現状値（R3年度）

45.9% 75.0%

目標値（R9年度）

歴史資産と伝統文化を
保存・継承し活用を図る

施 策

5

❶生涯学習環境の充実
❷生涯学習活動の支援

❸芸術文化の振興

成果指標

学習活動をしている市民の割合

現状値（R3年度）

22.2% 30.0%

目標値（R9年度）

生涯にわたり
学ぶことができる
環境を整える

施 策

3

❶地域で育てる体制の充実
❷健全育成の推進

❸地域や家庭の教育力の向上

成果指標

子ども会加入率

現状値（R3年度）

31.7% 46.0%

目標値（R9年度）

未来を担う青少年の
健全育成を図る

施 策

２

❶国際交流の推進
❷友好都市交流の推進

成果指標

国際交流活動・友好都市交流
活動参加者数

現状値（R3年度）

233人 680人

目標値（R9年度）

多様な文化と交流する
機会の充実を図る

施 策

6

❶スポーツ環境の充実
❷生涯スポーツ活動の支援

成果指標

日頃からスポーツに取り組んで
いる市民の割合

現状値（R3年度）

60.4% 78.0%

目標値（R9年度）

スポーツを身近に感じ
親しめる環境を整える

施 策

4

施策の
大綱 やさしさにあふれ生きがいの持てるまちづくり3

施策の
大綱 行財政改革の推進による自立したまちづくり６

施策の
大綱 活力あふれる交流と賑わいのまちづくり５

❶観光イベントによる地域活性化
❷観光資源の発掘と活用
❸観光情報の発信

成果指標

観光入込客数

現状値（R3年度）

77,903人 330,000人

目標値（R9年度）

地域資源を活かした
観光の振興を図る

施 策

3

❶農業の収益力向上　
❷安全な食料の安定供給
❸農地の有効活用と担い手農家による農業の展開　　

❹生産基盤の整備と保全

成果指標

担い手農家への農地集積率

現状値（R3年度）

23.2% 30.0%

目標値（R9年度）

活力ある
農業の振興を図る

施 策

1
❶商業の振興
❷工業の振興
❸雇用対策の促進

成果指標

製造品出荷額

現状値（R3年）

626億円 722億円

目標値（R9年）

地域に活力をもたらす
商工業の振興を図る

施 策

２

❶窓口サービスの充実　　
❷より便利な行政サービスの構築

成果指標

窓口サービスが充実して
いると感じている市民の
割合

現状値（R3年度）

63.4% 80.0%

目標値（R9年度）

多様な行政サービスを
提供する

施 策

3

❶行財政改革・行政評価の
　推進
❷地方分権化への対応
❸広域行政の推進　　

❹計画行政の推進
❺デジタル化の推進と
　効果的な行政運営

成果指標

行政サービスに対する
市民の満足度

現状値（R3年度）

74.2% 80.0%

目標値（R9年度）

効果的・効率的な
行政運営を推進する

施 策

1
❶財源の確保　　　
❷健全な財政運営の確立
❸公有財産の適正管理と有効活用

成果指標

経常収支比率

現状値（R3年度）

85.9% 89.0%

目標値（R9年度）

健全な財政運営を図る
施 策

２

 人・農地プラン地域座談会 いぃ那珂そだちマッチングフェア

複合型交流拠点施設「道の駅」候補地 サイクリングイベント

産学官連携による
中学校部活動保護者会での取組

マイナンバーカード出張受付
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施策の
大綱 未来を担う人と文化を育むまちづくり4

❶妊産婦支援の充実
❷子育てと就労の両立支援

❸子育て支援体制の充実
❹子育ての経済的負担の軽減

成果指標

安心して子どもを育てられて
いると感じている市民の割合

現状値（R3年度）

42.4% 60.0%

目標値（R9年度）

安心して子どもを産み
育てられる環境を
整える

施 策

1

❶地域医療と救急医療体制の充実
❷健康保険制度の安定運営

成果指標

必要なときに適切な医療が受け
られると思っている市民の割合

現状値（R3年度）

71.2% 75.0%

目標値（R9年度）

適切な医療が受けられる
環境の充実を図る

施 策

5

❶地域生活における支援の充実
❷権利擁護の推進

❸社会参加への支援の充実

成果指標

障がい者理解が深まっている
と思う市民の割合

現状値（R3年度）

23.2% 29.0%

目標値（R9年度）

障がい者が地域社会で
安心して暮らせる
環境を整える

施 策

3

❶地域包括ケアシステムの充実
❷介護保険制度の円滑な運営
❸認知症対策の充実

❹生きがいづくりの支援
❺権利擁護の推進

成果指標

生きがいを持っていると
答えた高齢者の割合

現状値（R3年度）

85.0% 92.0%

目標値（R9年度）

高齢者がいきいきと
暮らせる環境を整える

施 策

２

❶各種健康診査と予防事業の推進
❷健康づくりの推進

❸心の健康の啓発

成果指標

特定健康診査受診率

現状値（R2年度）

26.8% 60.0%

目標値（R9年度）

健康で生きがいを持って
暮らせる保健体制の充実を図る

施 策

6

❶地域で支え合う環境の充実
❷生活援護の充実

成果指標

福祉環境に不安を感じない
市民の割合

現状値（R3年度）

24.0% 30.0%

目標値（R9年度）

家庭や地域で支え合う
福祉環境を整える

施 策

4

❶学習指導体制の充実
❷心を育む教育の充実

❸相談支援体制の充実
❹教育環境の整備と運営体制の充実

成果指標

難しいことでも失敗を恐れず
挑戦する生徒の割合

現状値（R3年度）

63.4% 75.0%

目標値（R9年度）

豊かな心を育む
学校教育の充実を図る

施 策

1

❶歴史資産の保護・保存と活用
❷伝統文化の継承と活用
成果指標

歴史資産・伝統文化が適切に
保存・継承され、活用が図られて
いると感じる市民の割合

現状値（R3年度）

45.9% 75.0%

目標値（R9年度）

歴史資産と伝統文化を
保存・継承し活用を図る

施 策

5

❶生涯学習環境の充実
❷生涯学習活動の支援

❸芸術文化の振興

成果指標

学習活動をしている市民の割合

現状値（R3年度）

22.2% 30.0%

目標値（R9年度）

生涯にわたり
学ぶことができる
環境を整える

施 策

3

❶地域で育てる体制の充実
❷健全育成の推進

❸地域や家庭の教育力の向上

成果指標

子ども会加入率

現状値（R3年度）

31.7% 46.0%

目標値（R9年度）

未来を担う青少年の
健全育成を図る

施 策

２

❶国際交流の推進
❷友好都市交流の推進

成果指標

国際交流活動・友好都市交流
活動参加者数

現状値（R3年度）

233人 680人

目標値（R9年度）

多様な文化と交流する
機会の充実を図る

施 策

6

❶スポーツ環境の充実
❷生涯スポーツ活動の支援

成果指標

日頃からスポーツに取り組んで
いる市民の割合

現状値（R3年度）

60.4% 78.0%
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 人・農地プラン地域座談会 いぃ那珂そだちマッチングフェア

複合型交流拠点施設「道の駅」候補地 サイクリングイベント

産学官連携による
中学校部活動保護者会での取組

マイナンバーカード出張受付
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まちづくりの目標 
　第２次那珂市総合計画で掲げている将来像の中にもある「住みよい」という本市の強みに加え、目まぐるしく変化
する社会情勢の中でも、将来にわたって「いぃ具合に田舎なこの場所でのびのびと暮らし、いぃ時間を過ごしながら」
一人ひとりがそれぞれの幸せを感じて未来への希望を持てるまちとして発展するため、本市が持つ可能性を活かし、
市民がにぎわい、活力であふれる市を目指します。

施策の体系
　後期基本計画は、次の６つの施策の大綱と31の施策で推進します。

施策の
大綱 みんなで進める住みよいまちづくり１

施策の
大綱 安全で快適に暮らせるまちづくり2

❶自治活動への参加意識の形成
❷自治活動への支援と連携
成果指標

自治会加入率

現状値（R3年度）

66.6％ 75.2％

目標値（R9年度）

地域コミュニティの
充実を図る

施 策

1
❶移住・定住の促進
❷シティプロモーションの展開

❸ICTの活用による地域の活性化

成果指標

住みやすいと思うと
答えた市民の割合

現状値（R3年度）

87.8％ 91.0％

目標値（R9年度）

誰もが住み続けたいと
思えるまちづくりを
推進する

施 策

２

❶市民との協働体制の推進
❷市民活動への支援と連携

❸情報の発信と共有
❹広聴機能の充実

成果指標

まちづくり活動に参加
している市民の割合

現状値（R3年度）

39.5％ 52.0％

目標値（R9年度）

市民との協働による
まちづくりを推進する

施 策

３
❶人権尊重の推進
❷男女共同参画の推進

❸平和希求

成果指標

人権が侵害されたと感じたこと
があると答えた市民の割合

現状値（R3年度）

14.4％ 10.0％

目標値（R9年度）

互いに尊重し合う
社会の形成を図る

施 策

4

❶適正な土地利用の推進
❷快適な市街地の整備

❸公園の適正な維持管理

成果指標

宅地化率

現状値（R3年度）

63.6% 65.4%

目標値（R9年度）

自然環境と調和した
魅力的な都市づくりを
推進する

施 策

7
❶水道水の安定供給

成果指標

配水管網の耐震化率

現状値（R3年度）

20.1% 23.6%

目標値（R9年度）

安定的に
水道水を供給する

施 策

8

❶生活排水処理施設の整備
❷生活排水処理施設の維持管理

❸排水浄化意識の普及啓発

成果指標

汚水処理人口普及率

現状値（R3年度）

87.0% 94.0%

目標値（R9年度）

効率的に
生活排水を処理する

施 策

9

❶防犯対策の推進
❷防犯意識の啓発
成果指標

犯罪が少ない又は必要な対策が
取られているため、安全な生活が
送れていると感じる市民の割合

現状値（R3年度）

34.7% 44.0％

目標値（R9年度）

犯罪を防ぐまちをつくる
施 策

２
❶防災・減災対策の強化
❷災害時対応の体制の確立

❸消防体制の強化
❹救急体制の強化

成果指標

自主防災組織数

現状値（R3年度）

67組織 68組織

目標値（R9年度）

災害に強い
まちをつくる

施 策

1

❶交通安全意識の啓発
❷交通安全環境の整備

成果指標

交通事故件数

現状値（R3年）

133件 126件

目標値（R9年）

交通安全を推進する
施 策

3
❶公害の防止
❷不法投棄の防止

❸自然と生活環境の保全

成果指標

苦情件数（大気汚染、騒音、
振動、悪臭など）

現状値（R3年度）

54件 35件

目標値（R9年度）

健康で快適に過ごせる
生活環境の保全を図る

施 策

4

❶廃棄物の抑制とリサイクルの推進
❷地球温暖化対策と脱炭素社会づくり

成果指標

可燃ごみ排出量

現状値（R3年度）

15,733t 13,330t

目標値（R9年度）

地球にやさしい
持続可能な社会への
転換を図る

施 策

5
❶国・県道の幹線道路の整備
❷生活道路の整備

❸道路の適正な維持管理
❹公共交通の維持・確保

成果指標

道路改良率

現状値（R3年度）

28.0% 29.8%

目標値（R9年度）

利便性の高い
交通基盤を整える

施 策

6

移住・就業促進バスツアー 協まち・カフェ 協働のまちづくり推進フォーラム おとう飯料理教室

原子力防災訓練 環境保護ポスター展

都市計画道路菅谷・市毛線 防犯キャンペーン
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　本市では、平成30年３月に市の将来を見据えた施策の方向性を示す第２次那珂市
総合計画を策定し、将来像である「人と地域が輝く 安心・安全な住みよいまち 那珂」
の実現に向けて、総合的かつ計画的にまちづくりを進めてまいりました。
　昨今、社会経済情勢や人口構造の変化、デジタル化をはじめとする技術革新や新型
コロナウイルス感染症の感染拡大による人々の意識と日常生活の変化、激甚化する自然
災害への対応など、本市を取り巻く情勢は大きく変化してきています。
　このように、目まぐるしく変化する社会経済情勢に対応し、市民一人ひとりがそれぞ
れの幸せを感じて未来への希望を持てるまちとして発展を続けるため、令和５年度から
５年間の新たなまちづくりの指針となる第２次那珂市総合計画後期基本計画を策定し
ました。本計画では、第２次那珂市総合計画の基本構想の理念や、前期基本計画にお
ける取組の成果、自治体に求められる視点を踏まえるとともに、「那珂ビジョンの後期基
本計画への一体化」、「総合戦略など各種個別計画との調和」、「ＳＤＧｓの推進」、「ＤＸ
の推進」及び「地域活性化につながる土地利用」の考え方を取り込み、これまでの本市
の取組を継続しつつ、時代の潮流を的確に捉えた内容といたしました。　
　今後は、本計画で新たなまちづくりの目標として掲げました「住みよさプラス活力あふれるまち」の実現に向けて市
職員が一丸となり計画を着実に進め、市民生活において真の豊かさが実感できるよう取り組んでまいりたいと考えて
おりますので、市民の皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、本計画の策定に当たりまして、貴重なご意見をくださいました市民の皆様をはじめ、熱心に審議していただ
いた総合開発審議会委員及び総合計画策定委員会委員の皆様に、心よりお礼を申し上げます。

令和５年３月

　後期基本計画の策定に当たっては、基本構想の理念や、前期基本計画における取組の成果、自治体に求められている
視点を踏まえた上で、次の５つの考え方を取り込みました。

計画策定の考え方

那珂市長  

　第２次那珂市総合計画は、「基本構想」「基本計画」及び「実施計画」で構成しています。

総合計画の構成と期間

基本構想

実施計画

基本計画
（前期基本計画、後期基本計画）

　国道118号の４車線化や茨城県植物園のリニュー
アル計画、茨城北部幹線道路及び水戸外環状道路の
整備などを地域活性化の契機と捉えるとともに、那
珂インター周辺地域における複合型交流拠点施設
「道の駅」の整備を契機として、長期的な視点に基づ
いた土地利用の在り方や民間活力の活用などを検
討し、段階的に整備していくことを目指します。

地域活性化につながる土地利用

　市まち・ひと・しごと
創生総合戦略は、人口
減少の抑制と地域の活
性化を主な目的とした
計画です。また、そのほ
かにも各分野において
個別計画を策定してお
り、これらの計画との
整合を保ちながら、効
率的な運用を図りま
す。

総合戦略など
各種個別計画との調和

　那珂ビジョン*では、『育成』『支援』『投資』という３
つの方針を柱として、人材や団体の育成及び支
援、インフラの整備などに取り組んできました。行政
運営の効率化の観点から、この那珂ビジョンの合計
63事業を基本計画に統合し、一体的に実施していく
こととします。

那珂ビジョンの
後期基本計画への一体化

＊那珂ビジョン：可能性への挑戦－那珂
ビジョン－（那珂ビジョン）は、自発的に活
動する個人や団体、事業者と力を合わせ、
将来の夢と未来を描き、活力あふれる市
を創造することを目指すため、特に取り組
むべき施策の方向性をまとめ、令和元年
５月に策定した計画です。

（１）基本構想
　目指すべき市の将来像を定め、その実現に向けたまちづくり
の基本理念と施策の大綱を明らかにするものです。計画期間
は、平成30年度から令和９年度までの10年間です。

（３）実施計画
　基本計画で定めた施策の方針に基づき、３年間の具体的な事
業計画を明らかにするものです。実効性の高い計画とするため、
毎年度見直しを行うローリング方式により策定します。

（２）基本計画
　基本構想で示した施策の大綱に基づき、根幹となる施策を体
系的に示し、施策ごとの取組方針を明らかにするものです。社
会経済情勢の変化に的確かつ柔軟に対応するため、計画期間は
５年としています。後期基本計画の計画期間は、令和５年度から
令和９年度までとします。

　持続可能なまちづくりに向けて、ＳＤＧｓの理念を
踏まえた上で各施策に反映させ、一人ひとりの幸せ
の形が多様化する中、それぞれの感じる幸せ（ウェ
ルビーイング*）の実現に向けて、各施策を進めます。

ＳＤＧｓの推進

＊ウェルビーイング：健康、幸福、福祉などの訳があります
が、ここでは肉体的、精神的、そして社会的に、完全に満たさ
れた幸福な状態のことを指します。

　様々な社会情勢の変化に応えるため、デジタル
技術を活用することで効率的な行政運営を行い、
行政サービスにおける市民の利便性を高めるとと
もに、地域社会のデジタル化を進めます。

ＤＸの推進
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　本市では、平成30年３月に市の将来を見据えた施策の方向性を示す第２次那珂市
総合計画を策定し、将来像である「人と地域が輝く 安心・安全な住みよいまち 那珂」
の実現に向けて、総合的かつ計画的にまちづくりを進めてまいりました。
　昨今、社会経済情勢や人口構造の変化、デジタル化をはじめとする技術革新や新型
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の推進」及び「地域活性化につながる土地利用」の考え方を取り込み、これまでの本市
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　今後は、本計画で新たなまちづくりの目標として掲げました「住みよさプラス活力あふれるまち」の実現に向けて市
職員が一丸となり計画を着実に進め、市民生活において真の豊かさが実感できるよう取り組んでまいりたいと考えて
おりますので、市民の皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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会経済情勢の変化に的確かつ柔軟に対応するため、計画期間は
５年としています。後期基本計画の計画期間は、令和５年度から
令和９年度までとします。

　持続可能なまちづくりに向けて、ＳＤＧｓの理念を
踏まえた上で各施策に反映させ、一人ひとりの幸せ
の形が多様化する中、それぞれの感じる幸せ（ウェ
ルビーイング*）の実現に向けて、各施策を進めます。
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＊ウェルビーイング：健康、幸福、福祉などの訳があります
が、ここでは肉体的、精神的、そして社会的に、完全に満たさ
れた幸福な状態のことを指します。

　様々な社会情勢の変化に応えるため、デジタル
技術を活用することで効率的な行政運営を行い、
行政サービスにおける市民の利便性を高めるとと
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お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

相
談

休日当番医

０１２０‐
２７１７１９

障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
相
談

相
談
日
▼

◦
視
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た　

６
月
５
日
㈪

◦
身
体
障
が
い
の
あ
る
か
た　

６
月
12
日
㈪

◦
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た　

６
月
20
日
㈫

時
間
▼
①
午
前
９
時
～
10
時

　
　
　

②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
は
１
人
１
時
間
（
原
則
）

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

対
象
者
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
、
ま
た
は

そ
の
家
族

相
談
内
容
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
な
ど
の

日
常
生
活
・
家
族
関
係
・
人
間
関
係
の
悩

み
、
生
活
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
▼
身
体
障
が
い
者
相
談
員
、知
的
障

が
い
者
相
談
員
、市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

費
用
▼
無
料
　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
▼
相
談
日
の
７
日
前

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
９
‐
２
２
９
‐
０
３
０
９

FAX
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
０
０
２�

不
妊
専
門
相
談

日
時
▼

◦
第
１
・
４
日
曜
日　

午
後
２
時
～
５
時

◦
第
２
・
３
木
曜
日

　

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

場
所
▼
県
三
の
丸
庁
舎

　
　
　
（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
５
‐
38
）　

相
談
員
▼
産
婦
人
科
・
泌
尿
器
科
医
師
、

助
産
師
、
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

※
相
談
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話

※
平
日　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

電
話
相
談

日
時
▼
第
４
木
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

相
談
電
話
番
号
▼
（
予
約
不
要
）

☎
０
８
０
‐
１
０
４
４
‐
４
０
６
４

※
相
談
は
１
人
30
分
程
度

�

�申
問
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
４
１
‐
１
１
３
０

就
労
相
談

期
日
▼
月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
▼
い
ば
ら
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
水
戸
市
赤
塚
１
‐
１　

ミ
オ
ス

ビ
ル
１
階
）

対
象
者
▼
15
～
49
歳
の
未
就
労
者
と
そ
の

家
族

相
談
員
▼
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

費
用
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
い
ば
ら
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
１
２
０
‐
７
１
７
‐
５
５
７

国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

日
時
▼
６
月
10
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

相
談
内
容
▼
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
や
費
用
・
保
険
料
負
担
で
困
っ
て
い
る

こ
と
、
負
担
軽
減
策
な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
▼
医
療
・
福
祉
団
体
ス
タ
ッ
フ

費
用
▼
無
料

問
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
（
相
談
電
話
番
号
）

☎
０
２
９
‐
２
２
８
‐
０
６
０
０

く
ら
し

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

◦
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者

◦
疾
病
等
に
よ
り
長
時
間
の
立
位
保
持
が

困
難
、認
知
症
に
よ
り
火
の
管
理
が
で
き
な

い
な
ど
の
調
理
困
難
と
認
め
ら
れ
た
か
た 

◦
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
台
帳
等
を
市
に

提
出
し
て
い
る
か
た

※
身
体
が
虚
弱
な
高
齢
者
の
み
の
世
帯
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

利
用
料
▼
（
１
食
当
た
り
）

◦
市
民
税
課
税
世
帯　
　

４
８
０
円

◦
市
民
税
非
課
税
世
帯　

３
８
０
円

※
課
税
状
況
は
、
申
請
者
を
含
む
世
帯
全

員
が
対
象
で
す
。

利
用
条
件
▼

◦
１
日
１
食
の
み
（
昼
食
ま
た
は
夕
食
）

◦
週
に
2
日
以
上
継
続
し
て
利
用

持
ち
も
の
▼
対
象
者
お
よ
び
申
請
者
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、健

康
保
険
証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、代
理
人
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

�申
問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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農
業
用
機
械
等
の
購
入
支
援

対
象
者
▼

◦
認
定
農
業
者

◦
認
定
農
業
者
を
含
む
、
農
業
生
産
組
織

ま
た
は
農
作
業
受
託
組
織

◦
１
ha
以
上
の
農
業
を
経
営
し
、
３
年
以

内
に
経
営
規
模
を
お
お
む
ね
２
倍
に
拡
大

す
る
こ
と
を
目
指
す
か
た

◦
特
産
物
開
発
者
（
生
産
拡
大
、
開
発
な

ど
の
特
産
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
か
た
）

◦
ひ
た
ち
な
か
・
東
海
・

那
珂
ほ
し
い
も
協
議
会

認
定
の
三
ツ
星
生
産
者

（
那
珂
支
部
会
員
）

補
助
対
象
例
▼

◦
30 

PS
以
上
の
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー

◦
５
条
植
以
上
の
乗
用
田
植
機

◦
防
除
機
、
収
穫
機
（
50
ａ
以
上
の
耕
作

者
の
み
）

◦
４
条
刈
以
上
の
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン

◦
30
石
以
上
の
乾
燥
機

◦
10
ａ
以
上
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

◦
調
査
研
究
費
・
機
械
な
ど
の
購
入
費（
特

産
物
開
発
者
の
み
）

必
要
書
類
▼
購
入
機
械
な
ど
の
見
積
書
、

購
入
機
械
の
確
認
が
で
き
る
カ
タ
ロ
グ
な

ど
、
市
税
等
の
完
納
証
明
書　

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付　

申
請
期
間
▼
５
月
８
日
㈪
～
６
月
９
日
㈮

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

前
期
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

変
更（
農
用
地
区
域
除
外
）

申
出
受
付
に
つ
い
て

　

農
用
地
区
域
内
の
土
地
を
農
地
転
用
す

る
場
合
、
農
用
地
区
域
除
外
の
申
出
が
必

要
で
す
。
申
出
は
要
件
に
よ
り
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
申
出
に
必
要
な
要
件
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
）

申
出
期
間
▼
５
月
８
日
㈪
～
６
月
７
日
㈬

提
出
方
法
▼
窓
口
受
付

※
受
付
か
ら
決
定
ま
で
７
か
月
以
上
を
要

し
ま
す
。

※
審
議
の
結
果
、
申
出
が
認
め
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

事
業

　

緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
市
消
防
本

部
に
緊
急
通
報
が
で
き
る
装
置
を
、
貸
与

ま
た
は
給
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
市
内
に
居
住
し
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
台
帳
等
を
提
出
し
て
い
る
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
か
た

◦
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

◦
65
歳
以
上
の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
か
、
こ
れ
に
準
ず
る
高

齢
者
の
み
の
世
帯

費
用
▼

申
請
方
法
▼
お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当
す

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
し
て
申
請

そ
の
他
▼
電
話
回
線
を
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
で
利
用

さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
の
再
加

入
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

緊急通報システム
のみ

緊急通報システム +
火災警報器連動工事

生
計
中
心
者
の

市
民
税
所
得
割
額

非課税 負担なし 負担なし

６万円未満 8,731 円 11,619 円

６万円以上
12 万円未満 17,463 円 23,238 円

12 万円以上 34,925 円 46,475 円

※年に一度、保守点検を行います。点検費用は市が負担します。
※電話の通話料および電気料は利用者負担になります。

▲緊急通報システム
　装置およびペンダント

秋
田
県
横
手
市
と
の
交
流

活
動
費
用
を
補
助
し
ま
す

対
象
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
団
体

◦
団
体
の
所
在
地
お
よ
び
活
動
拠
点
が
市

内
に
あ
る
こ
と

◦
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
代
表
者
お
よ

び
構
成
員
の
７
割
以
上
が
市
民
で
あ
る
非

営
利
団
体
で
あ
る
こ
と

◦
市
お
よ
び
そ
の
他
関
係
団
体
か
ら
、
活

動
運
営
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

※
特
定
の
政
治
活
動
ま
た
は
宗
教
活
動
に

係
る
事
業
、
視
察
の
み
を
目
的
と
す
る
事

業
は
対
象
外

対
象
経
費
▼
横
手
市
で
の
交
流
活
動
を
行

う
た
め
の
交
通
費
や
宿
泊
費
な
ど

補
助
率
▼
２
分
の
１
以
内

限
度
額
▼
15
万
円

※
複
数
の
団
体
が
申
請
し
た
場
合
は
、
予

算
の
範
囲
内
で
案
分
し
た
額

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

※
募
集
要
項
お
よ
び
補
助
金
交
付
申
請
書

は
、
市
民
協
働
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
請
期
限
▼
７
月
28
日
㈮
午
後
５
時（
必
着
）

�申
問
市
民
協
働
課
市
民
交
流
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

FAX
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
０
２
１

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５

shim
in-k@

city.naka.lg.jp
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中

村

良

子

春
日
和
立
ち
去
り
難
き
花
売
場

内

田

克
比
古

蒼
天
や
水
面
彩
る
花
筏

小

森

友

子

種
袋
蒔
く
予
定
日
を
書
い
て
お
く

川
野
辺

喜
美
子

桃
の
花
ほ
の
か
に
咲
い
て
稚
児
の
笑
み

人

見

章
太
郎

春
風
に
怒
り
と
希
望
ウ
ク
ラ
イ
ナ

小

瀬

幸

子

佳
き
知
ら
せ
遅
咲
き
の
梅
香
り
し
て

江

幡

澄

夫

水
温
む
山
人
達
も
精
気
あ
り

丹

能

永

子

胸
を
張
る
校
章
眩
し
入
学
子

慶

子

花
の
道
杖
が
な
く
て
も
歩
け
そ
う

清

水

思いのまま俳句会 矢須恵由　選

那珂市公式ＳＮＳ

SNS でも市からの情報を配信して
います。ぜひご利用ください。

facebook
那珂市

メールマガジン
情報メール一斉配信サービス

※配信内容（選択式）です。

twitter
@naka_city

LINE
那珂市役所

Instagram
いぃ那珂暮らし

自
動
車
税（
種
別
割
）の

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

　

納
期
内
に
、
金
融
機
関
や
県
税
事
務
所

の
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決

済
ア
プ
リ
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
税
通
知
書
は
５
月
１
日
に
発
送
さ
れ

ま
す
。詳
細
は
、納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ

て
い
る
「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
常
陸
太
田
県
税
事
務
所

収
税
第
一
課

☎
０
２
９
４
‐
80
‐
３
３
１
４

催
し

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

日
時
▼
５
月
31
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

　
　
　

視
聴
覚
室

対
象
者
▼
市
内
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
か
た

内
容
▼�

認
知
症
の
基
礎
知
識
、
具
体
的
な

対
応
や
予
防
に
つ
い
て
の
講
話　

定
員
▼
20
人
程
度

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
５
月
24
日
㈬

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ナ
ザ
レ
園

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
３
４
０
５

子
ど
も
の
ほ
め
方
講
座

期
日
▼
６
月
５
日
㈪
・
19
日
㈪
、
７
月
３

日
㈪
・
10
日
㈪
・
24
日
㈪
（
全
５
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

対
象
者
▼
市
内
に
在
住
で
未
就
学
児
の
お

子
さ
ん
が
い
る
保
護
者

内
容
▼
子
育
て
の
中
で
の
「
上
手
な
ほ
め

方
、
し
か
り
方
」
に
つ
い
て

講
師
▼
こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
す
ま

い
る
お
よ
び
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
ぼ
み
職
員

定
員
▼
７
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
間
▼
５
月
17
日
㈬
～
24
日
㈬

託
児
▼
希
望
者
は
申
込
時
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。（
無
料
）

�申
問
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ぼ
み

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
７
９
３
４ふ

き
の
と
う
苦
み
を
好
む
年
と
な
り

椎

名

美
佐
子

微
笑
み
は
微
笑
み
誘
ふ
黄
水
仙

矢

須

恵

由
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◆日時　５月27日㈯午前10時～11時30分（荒天中止）

◆場所　ふれあいファーム芳野駐車場（鴻巣 2090）

◆内容　地元野菜などの詰め合せＢＯＸ（予約制）や

　　　　地元の農畜産物などの産品の販売（当日販売）

◆申込方法　申込みフォーム（市ホームページ内）

◆申込期間　５月 19 日㈮～ 23 日㈫

◆主催　アグリビジネスネットワーク「フェルミエ那珂」
�申問農政課農業振興Ｇ
☎０２９‐２９８‐１１１１

５月のいぃ那珂マルシェ
毎月最終土曜日開催

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談（
登
録
）会

 　

那
珂

日
時
▼
６
月
16
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）２
階
会
議
室

内
容
▼

◦
出
張
相
談
会
（
予
約
不
要
・
相
談
無
料
）

　

セ
ン
タ
ー
の
紹
介
や
入
会
相
談
を
中
心

と
し
た
結
婚
相
談

◦
出
張
登
録
会
（
要
予
約
）

　
入
会
に
必
要
な
本
人
確
認
面
談
を
行
う
。

　�

申
込
方
法
　
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

�申
問

（一社）
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
水
戸
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
８
８
８
８

認
知
症
予
防
の
た
め
の
勉
強
会

日
時
▼
（
全
３
回
）

①
６
月
22
日
㈭
午
後
２
時
～
３
時
30
分

②
８
月
17
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時
30
分

③
10
月
19
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

①
③
研
修
室　

②
栄
養
指
導
実
習
室

対
象
者
▼
す
べ
て
受
講
で
き
る
額
田
・
木

崎
・
瓜
連
地
区
に
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
か
た

内
容
▼
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
話
と
脳
ト
レ

定
員
▼
15
人
程
度

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
、
履
き
な
れ
た
靴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
６
月
15
日
㈭

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ナ
ザ
レ
園

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
３
４
０
５

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

日
時
▼
（
全
4
回
）

①
6
月
16
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

②
7
月
21
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時
30
分

③
8
月
25
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時
30
分

④
10
月
20
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

※
①
④
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ

た
か
園
と
ナ
ザ
レ
園
の
共
同
開
催

場
所
▼

①
④
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
ア
リ
ー
ナ

②
③
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
し
の
会
議
室

五
台
・
戸
多
・
芳
野
地
区
に
在
住
の
か
た

対
象
者
▼
①
～
④
す
べ
て
受
講
で
き
る
、

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
か
た

定
員
▼
12
人
程
度

額
田
・
木
崎
・
瓜
連
地
区
に
在
住
の
か
た

対
象
者
▼
①
④
ど
ち
ら
も
受
講
で
き
る
、

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
か
た

定
員
▼
12
人
程
度

共
通
事
項

内
容
▼
体
力
測
定
、
専
門
家
に
よ
る
講
話

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
室
内
運
動
靴
、飲
み
物
、筆
記
用
具

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
5
月
31
日
㈬

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
た
か
園

（
五
台
・
戸
多
・
芳
野
地
区
）

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
１
２
８
７

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ナ
ザ
レ
園

（
額
田
・
木
崎
・
瓜
連
地
区
）

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
３
４
０
５

か
ら
だ
元
気
ア
ッ
プ
講
座 

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
せ
る
か
ら

だ
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
▼
５
月
31
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時

　
　
　
（
受
付　

午
後
１
時
30
分
）

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い

　
　
　

多
目
的
室

対
象
者
▼�

五
台
・
戸
多
・
芳
野
地
区
に
在
住

の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
か
た

内
容
▼�

理
学
療
法
士
に
よ
る
健
康
維
持
の

た
め
の
講
話
や
運
動

定
員
▼
15
人
程
度

in
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Ｇ…グループ 　
問…問い合わせ　
�申…申込・申請・応募・届出

…メール

市ホームページでは、行政・
災害などのさまざまな情報を
お届けしています。

観
念
し
白
内
障
の
手
術
し
た
と
水
戸
の
先
輩
は
ハ
ガ
キ
を
寄
越
す

小
野
瀬

壽

タ
ン
ポ
ポ
は
ど
ん
な
場
所
で
も
そ
れ
な
り
に
命
全
う
す
る
は
頼
も
し

大

森

勝

代

春
の
雨
降
り
注
ぎ
た
り
留
守
宅
の
庭
一
面
は
ム
ス
カ
リ
の
青

富

子

石

川

気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
登
り
た
る
筑
波
は
大
丈
夫
と
足
腰
な
で
る

宏

幸

海

野

こ
ん
な
に
も
我
が
家
は
広
く
静
か
だ
と
孫
の
帰
り
て
気
づ
く
春
の
日

兼

子

り

え 系

大

内

シ
ベ
リ
ア
に
帰
る
日
近
き
白
鳥
よ
戦
争
や
め
て
と
伝
え
て
お
く
れ

那珂短歌会 片岡明　選

費
用
▼
無
料

※
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
５
月
24
日
㈬

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
た
か
園

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
１
２
８
７

参
加
費
▼
（
資
料
代
、
保
険
料
な
ど
）

◦
一
般　
　
　
　

５
０
０
円

◦
中
学
生
以
下　

３
０
０
円

持
ち
物
▼
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

※
山
登
り
の
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
▼
電
話
（
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
示
）

申
込
期
間
▼
５
月
16
日
㈫
～
26
日
㈮

�申
（一社）
常
陸
太
田
市
観
光
物
産
協
会

☎
０
２
９
４
‐
72
‐
８
１
９
４

問
い
ば
ら
き
TU
・
NA
・
GU
ジ
オ
常
陸
太
田

朝
日
☎
０
８
０
‐
５
０
９
５
‐
８
１
０
９

市
文
化
財
愛
護
協
会
公
開
研
修
会

咸
臨
丸
で
二
度
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
男

ー
小
野
友
五
郎
の
軌
跡

日
時
▼
５
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
講
座
室

講
師
▼
南
秀
利
氏
（
笠
間
市
文
化
財
保
護

審
議
会
会
長
）　

定
員
▼
１
０
０
人（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
８
０

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
翌
平
日
）

三
鈷
室
山
～
七
反
の
し
だ
れ

桜
ジ
オ
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時
▼
６
月
４
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
受
付
は
午
前
８
時
50
分
ま
で

※
雨
天
時
は
６
月
10
日
㈯
に
順
延

集
合
場
所
▼
里
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
常
陸
太
田
市
里
川
町
１
１
７
‐
１
）

コ
ー
ス（
約
９
㎞
）▼
里
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
～
三
鈷
室
の
碑
～
林
道
出
合
～

登
山
道
入
口
～
熊
穴
林
道
～
三
鈷
室
山
山

頂（
昼
食
）～
市
道
出
合
～
室
下
湧
水
～
里

川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
～
七
反
の
し

だ
れ
桜
～
里
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員
▼
40
人
（
先
着
順
）
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３
月
22
日
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
３
人
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
令
和
４
年
度
に
特
に

力
を
入
れ
た
活
動
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
後
の
座
談
会
で

は
、
参
加
者
か
ら
活
動
へ
の

応
援
の
声
も
寄
せ
ら
れ
、
隊

員
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
今
年

度
の
活
動
に
弾
み
を
つ
け

て
い
ま
し

た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

古
本
市
を
開
催

　

３
月
19
日
、市
立
図
書
館
で

古
本
市
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
イ
ベ
ン
ト
は
、保
存
年
限

が
終
了
し
た
雑
誌
を
一
人
5
冊

ま
で
無
料
で
配
布
す
る
エ
コ
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
、未
就
学
児
か
ら
お

年
寄
り
の
か
た
ま
で
約
３
５
０

人
が
来
館
し
、宝
探
し
の
気
分

で
幅
広
い
分
野
の
雑
誌
の
中
か

ら
、お
気
に
入
り
の
雑
誌
を
探

し
て
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。　

　

４
月
３
日
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
４
期
生
と
な
る
松
田
健

志
さ
ん（
前
列
中
央
）に
委
嘱
状

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
、「
か
ん
し
ょ
」

お
よ
び「
ほ
し
い
も
」で
新
規
就

農
す
る
た
め
に
、農
業
法
人
の

も
と
で
研
修
を
受
け
な
が
ら
、

S
N
S
で
那
珂
市
の
農
業
の
魅

力
を
発
信
し
ま
す
。ま
た
、農
産

物
を
販
売
す
る
い
ぃ
那
珂
マ
ル

シ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
地
域
と
の
交
流
も
行
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式

戸
多
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
つ
る
し
び
な
展

移
住
・
就
業
促
進
バ
ス
ツ
ア
ー

　

３
月
15
日
か
ら
16
日
ま
で
の
１

泊
２
日
で
、
那
珂
市
の
魅
力
と
移

住
に
つ
い
て
考
え
る
バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
12
人
の
大
学
生
が
参

加
し
、
市
内
の
建
設
会
社
や
農
業

法
人
を
訪
れ
、
経
営
者
か
ら
経
営

理
念
な
ど
を
教
わ
っ
た
ほ
か
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
交
流
で

は
、
移
住
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
那
珂
市
の
魅

力
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
移
住

を
す
る
際
に
重
視
す
る
こ
と
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

まち那珂トピックス

　

３
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
、
戸
多

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
市
内
の
趣
味

サ
ー
ク
ル
美
那
の
会
に
よ
る
つ
る
し

び
な
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

色
彩
豊
か
な
つ
る
し
飾
り
や
会
員

の
作
品
な
ど
が
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
か

た
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
の
東
日
本
台
風
（
台
風

第
19
号
）
の
影
響
で
床
上
浸
水
に
よ

り
汚
れ
て
し
ま
っ
た
着
物
を
再
利
用

し
て
作
っ
た
つ
る
し
び
な
や
何
度
も

洗
濯
し
て
蘇
ら
せ
た
内
掛
け
な
ど
も

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
、
今
後
も
戸
多
地
区
の

か
た
の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲報告会
　の様子
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納期限▶５月31日

問収納課収納G　☎ 029‐298‐1111

※�市税の納付には、便利で確実な口
座振替をご利用ください。

◦軽自動車税（種別割）・・・・・・・ １期

５月の納税

市内施設での測定値
は、すべて基準値以
下でした。

放射線量（４月分）

　２月 28 日から３月 16 日まで
の 17 日間の会期で行われた令和
５年第１回定例会については、４
月 18 日発行の「議会だより」を
ご覧ください。那珂市議会ホーム
ページでもご覧になれます。

令和５年第１回那珂市議会定例会

問市議会事務局
☎ 029‐298‐1111

※�寄贈サービス付 SDGs 私募債とは、筑波銀
行が受け取る発行手数料の一部を地域の学
校や地方公共団体に寄付または寄贈する
サービスが付いた私募債です。

▲�左から、筑波銀行那珂支店の荒
川支店長、㈲ポプラの吉澤取締
役社長、先﨑市長、玉川副市長、
大縄教育長

寄贈サービス付 SDGs 私募債を活用した寄付

　㈲ポプラ（豊喰）から、寄贈サービス付
SDGs 私募債※「地域の未来応援債」を活用
した寄付をいただき、３月 16日、贈呈式
が執り行われました。
　頂いた寄付金は、市内の学校環境整備に
役立てていきます。

　３月14日、並木第五組合から、福祉に役立ててほしいと 28,050 円の寄付が
ありました。市では、寄付金を有効に活用していきます。

　３月 27 日、柏俊夫さん（静）からカ
ラオケスタジオさくらのチャリティー金、
32,045 円が寄付されました。市では、寄
付金を有効に活用していきます。

◦並木第五組合

◦カラオケスタジオさくら　柏俊夫さん

寄付 ありがとうございました

那珂市と SOMPOひまわり生命保険㈱との包括連携協力に関する協定

　３月 23日、SOMPOひまわり生命保険㈱
と「包括連携協力に関する協定」を締結し
ました。
　この協定により、高齢者支援や生涯学習
の推進、観光振興についてなど、あらゆる
分野で地域の発展と市民サービスの向上に
資する体制が取られることとなります。

問政策企画課政策企画G　☎ 029‐298‐1111

　病院・診療所など県
内の医療機関に関する
情報を提供します。
　二次元コードを読み
込むことで、検索する
ことができます。

茨城県救急医療情報システム

いばらき医療機関
情報ネット
茨城県医療機能情報提
供システムです。

小児輪番検索
休日や夜間の子どもの
急病時に対応する医療
機関を探せます。

病院検索
受診日時・地域・診療
科目から探せます。

休日夜間当番医検索
休日や夜間に対応する
医療機関を探せます。

今号の表紙

　第２次那珂市総合計画後期基
本計画に関連する表紙です。
　「住みよさプラス活力あふれ
るまち」を目指して、本計画を
進めていきます。

４月 25 日号23
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応募はこちらから♪
お子さんの写真を広報なかに掲載してみませんか。ご応募お待ちしています。

【応募内容】市内にお住まいの未就学のお子さんの写真
【応募方法】市ホームページ内の申込みフォームからご応募ください。

新型コロナワクチン

※４月13日現在の情報を掲載しています。

 ワクチン接種に関する最新情報

https://www.city.naka.lg.jp/
page/dir008009.html

市ワクチン接種対策室

029‐212‐3532
午前８時30分～午後５時15分
土・日曜日、祝日を除く　

耳の不自由なかたはFAXをご利用ください

029‐298‐8890

対象者

申込方法

初回接種（２回目）を完了し、前回接種から
少なくとも３か月経過した次のかた

接種を希望するかたは個別接種医療機関

へお申し込みください。

65 歳以上のかた 順次接種券を発送します。

基礎疾患を有する
12歳以上 64 歳以下のかた 接種を希望するかたは、

接種券発行申請が必要です。

市ワクチン接種対策室にお
問い合わせください。

申請開始日▶５月１日㈪

医療機関や高齢者施設など
の従事者のかた

５月７日までにオミクロン
株対応ワクチンを接種した、
基礎疾患を有する５歳以上
11 歳以下のかた

COVID‐
19

ワクチン

５月８日以降の春開始接種について

５歳以上11歳以下のかた
は、３月８日からオミクロ
ン株対応ワクチンを接種で
きます。




